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サヨリ は日本各地の沿岸域に
分布する水産上の重要資源である．能登半島周辺海域は
全国でも有数の漁場の一つで，主に二そう船びき網によ
り漁獲されている． ）しかし近年その資源量は低水準に
あり，貞方ら ）はサヨリの資源構造と産卵・加入機構を
解明する必要性を説いている．一方，サヨリの回遊生態
について，国行・小出 ）は特に大きな回遊はしないよう
であるが，水温変化の著しい地方では明らかに季節回遊
が見られるとし，辻・貞方 ）は漁獲量の地域濃淡から，
大きな回遊はしないとしている．しかし，そのことを直
接的に示すデータは少なく，回遊の実態については不明
な点が多い．一般に魚類の回遊を直接的に知る方法とし
て，標識放流が使われており，実際に多くの魚種で試み
られている． ）新潟県水産試験場，富山県水産試験場，
福井県水産試験場は 年に計 回， 尾の
サヨリの標識放流を試みたが，放流直後に 尾が再捕さ
れたのみで，回遊経路の検討に必要な継続的な再捕結果

は得られなかった． ）このように極めて低い再捕率
を示す事例は，マイワシ，サンマ，カツオなどでも報告
されており， ）標識装着が魚体に及ぼす影響 ）や標識の
効果的な装着方法が検討されている ）筆者らはサヨリ
を対象として標識装着前後の魚体の取り扱いおよび標識
装着部位の違いが生存に及ぼす影響を調査し，標識の有
効性について検討した．

試料および方法

供試魚には石川県能都町宇出津港内で釣獲した尾叉長
のサヨリ当歳魚を用いた．標識は発見が容易

でかつ魚体に対する影響が少ないと考えられるリボンタ
グ（長さ ）を用いた．実験は釣獲した個体に直ちに
標識装着を行った場合（以下実験 ）と釣獲後一定期間
飼育した個体に標識装着を行った場合（以下実験 ）に
ついて，以下の方法により実施した．
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）
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実験 釣獲したサヨリを直ちに常温海水を満たした
円形水槽（直径 ，深さ ）に収容した．次にこ
れらをタモ網ですくい取り， の濃度となるよう
フェノキシエタノールを加えた水槽（
）に収容した．麻酔による魚体の横転を確認した

後（ 分），魚体を素手で取り上げ，付属する針を背
鰭後方の肉質部に貫通させてリボンタグを装着した．標
識装着魚は速やかに円形水槽（直径 ，深さ ）
に収容し，ニフルスチレン酸ナトリウムで約 時間の薬
浴（ ）を行った．薬浴終了後は自然海水をかけ流
し， 週間飼育を続けて生残数の推移を調べた．一方，
対照実験区として， 麻酔・標識装着・薬浴を行わない
無処理の実験区， 麻酔のみの実験区， 麻酔と標識装
着のみの実験区（同条件で 回実施）を設け，各々の操作
が生残に及ぼす影響について検討した． 実験区あたり
の供試魚数は 尾とし，飼育開始 日後から配合飼
料（おとひめ 号 日清製粉製）を 日 回適量給餌した．
実験は 年 月 月に実施した．
実験 釣獲したサヨリを素手で触れないように注意

を払いながら直ちに海水を満たした円形水槽（直径
，深さ ）に収容した．次にこれらをバケツで

すくい取り，速やかに円形水槽（直径 ，深さ ）
に移送し，海水をかけ流して予備飼育を行った．採集は

年 月 日，同 日，および同年 月 日の 回実
施した． 回あたりの採集尾数はそれぞれ 尾， 尾，
尾であった．予備飼育期間中（ 日）へい死した

個体を適宜取り上げ記録した．予備飼育を終えた個体を
全て実験に供した 飼育水槽の水量を に減水し，

の濃度となるよう フェノキシエタノールを加
えた．次いで横転した個体をバットですくい取り，ビニー

ル手袋を介して魚体を取り上げてリボンタグを装着し
た．標識装着部位は峡部および下顎部とした（ ）．
標識装着魚は直ちに同型の飼育水槽に収容し， ヶ月間
飼育を続けて生残数の変化と標識脱落の有無を調査し
た．標識装着後に薬浴は行わなかった．対照実験区とし
て標識装着を行わない実験区を設けた． 実験区あたり
の供試魚数は 尾とし，給餌は実験 と同様に行った．
本実験は 年 月 年 月に実施した．

結 果

実験 実験区毎の生残尾数の推移を に示し
た．麻酔・標識装着・薬浴の処理を行った実験区（ ）
では， 日後に全供試尾数 尾のうち 尾の生残を確認
したが，週間後には 尾が生残したのみで，生残率は ％
に低下した．一方，対照実験区では無処理の場合（ ），
日後以降 週間後までほぼ安定し，最終的な生残率は
であった．麻酔のみの場合（ ）， 週間後の生

残率は ％であったが， 週間後の生残率は ％に低下
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した．麻酔と標識装着のみの場合（ ）， で
は 日後の生残率が と低く， 日後に全供試魚がへ
い死した．一方 では 日後の生残率は と高い値
を示したが，その後徐々にへい死し， 週間後の生残率
は であった． を除けば 週間後の生残率は

となり，処理過程の少ない実験区ほど
高い生残率を示した．
実験 予備飼育期間における生残率の推移を

に示した．いずれの飼育群でも飼育開始から約 週間に
わたって供試魚のへい死がみられ，その後は生残率が安
定した．しかし 週目以降の生残率は と飼育群
によって大きく異なった．

尾がへい死した．その後飼育期間中に 尾へい死（うち
尾は標識が脱落）し，最終的な生残数は 尾であった．
このうち 尾の標識が脱落していた．一方，対照実験区
（ ）では，装着操作同日中のへい死はなかった．そ
の後飼育期間中に水槽から飛び出した 尾を含む計 尾が
へい死し，最終的な生残数は 尾であった． ヶ月後の
生残率は となり，下顎よりも峡部に標識
を装着した場合に生残率が高く，かつ標識脱落率が低く
なる結果が得られた．また，飼育期間中のへい死数と標
識脱落尾数の合計（標識を維持できない尾数を示す．

尾 尾 尾）と標識脱落魚を除い
た最終生残尾数魚（ 尾 尾 尾）
との比率の各実験区（ ）と対象実験区（ ）と
の差を， の正確確率検定 ）を用いて比較した
実験区 と対照実験区 との間で有意差（危険率
％）が見られたが，実験区 と対照実験区 の間
では，有意差が見られなかった．なお全実験区の魚は与
えた餌を十分に摂餌していた．また飼育実験の間に疾病
の発生はみられなかった．

考 察

本実験を通してサヨリは採集や標識装着操作に伴う障
害を受けやすく，取り扱いの困難な魚種であることが明
らかとなった．供試魚は全て釣獲により採集したが，実
験 で予備飼育に供した 群の生残率は，各々大きく違っ
た．これは，各採集時の釣獲条件が一定でなかったこと
に起因すると考えられる．すなわち釣針を外す際の魚体
の保持方法や釣針を外す操作の迅速さ等の僅かな違い
が，釣獲魚の生残率に多大な影響を及ぼしたことが推察
される．
麻酔の影響について，実験 では麻酔のみの実験区

（ ）の生残率が，無処理区（ ）に対して ポイ
ント低い結果が得られた．しかし実験 では麻酔のみの
実験区（ ）の生残率は と高い値を示しており，
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各実験区における生残尾数と標識脱落数を に
示した．峡部に標識を装着した実験区（ ）は，装着
操作後同日中に 尾がへい死した．その後飼育期間中（ ヶ
月）に 尾へい死し，最終的な生残数は 尾であった．な
お，このうち 尾の標識が脱落していた．下顎部に標識
を装着した実験区（ ）では，装着操作後同日中に



フェノキシエタノールによる麻酔が，サヨリ
の生残率低下に直接影響を与えたとは考えにくい．実験
区 では実験区 と比較して，麻酔用水槽への移動
など魚体に接触する機会が多く，実験区 にみられた
生残率の大幅な低下は，水槽から供試魚を取り上げて移
動する際の障害による可能性が高い．サヨリがハンドリ
ングの影響を受けやすいことを考慮すれば，麻酔による
直接的な障害よりも麻酔を用いずに標識装着することで
受ける障害の方が，より大きいものと推察される．
次に標識の影響について，背鰭後方に標識を装着した

実験区（ ）の生残率は ， と対照実験区
（ ）の と比較して大幅に低かった．一方，峡部
または下顎部に標識を装着した実験区（ ）の
生残率は ， と対照実験区（ ）の生残率 の
を上回る値を示した．したがって背鰭後方への標識

装着は，対照実験区の生残率が と低かったことを
考慮しても，峡部，下顎部への装着と比べて魚体に与え
る影響が大きいと推察された．一方峡部への標識装着は
下顎部への標識装着に比べ，生残および標識脱落のどち
らの点からも優っていた．また脱落魚を除いた有標識生
残率に関して，峡部装着実験区（ ）と対照実験区と
の間に有意差がなかったことからも，峡部への標識装着
は有効と考えられる．

ニフルスチレン酸ナトリウムによる薬浴の有
無がその後の生残率に及ぼす影響については，標識装着
後に薬浴を行った実験区（ ）の生残率が と低く，
さらに対照実験区（ ）の生残率が ， と
ばらついたことから，その判定は困難であった．
以上の結果よりサヨリに対する効果的な標識方法と操

作上の留意点は次の通り要約される． 釣獲採集した個
体を 週間以上予備飼育し生き残った個体を用いる．
標識装着前に フェノキシエタノールで麻酔をか
ける． 峡部にリボンタグを装着する． 魚体の移動は
容器ですくい取る方法で行い，魚体への直接的な接触を
極力避ける．
このように，サヨリに対する効果的な標識方法が提言

された．しかし今回の調査は比較的短期間の影響に関す
るものであった．今後，数ヶ月以上の長期間の影響やサ
ヨリの主漁法である二そう船びき網の操業時における標
識脱落について検証していく必要があろう．
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